
ジュニアSDGsキャンプ実施詳細

大阪・関西万博にむけた「企業版教育コンテンツ」のご案内

ジュニアSDGsキャンプ〜×“国際“交流編〜
【インドネシア】

所在地 ジュニアSDGsキャンプ（西ゲート南西）

参加者数 40名/回 ｘ ３回/日程度

実施日時 10：00～18：00 1時間程度

参加対象者 小学生～高校生

【お問合せ先】
株式会社SUN Reality（ｻﾝﾘｱﾘﾃｨ）
〒101-0051 東京都千代田区神田神保町2-3-1 岩波書店アネックス3F
ホームページ：https://sunreality.jp/
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海外交流を通して、国内外の事例を比較学習。
「気付き」と「学び」を与え、プログラム終了後、目的意識を
持った会場見学や万博参加ができるよう促します。

コンテンツ概要

60分間の授業構成例）
①導入：10分
インドネシアってどんな国？

②海外では：15分
インドネシアの今を伝える “生の声”を元に、環境問題に対して
どんな課題があるのかを学びます。

③日本では：15分
インドネシアの事例を鑑みて「日本では？」を考えながら、
文化や意識の違いを深掘りします。

④ディスカッション：15分
インドネシアと日本の事例を踏まえ、環境のために何ができるの
かを、国際交流を通して考えます。
交流を通して「自分にできること」をアウトプットします。

気候変動問題を皮切りに、脱炭素や脱プラ、資源循環など
現代社会の様々な問題について、日本とインドネシアでは
どんな事例や違いがあるのか、インドネシアのゲストと共に
交流しながら学んでいく60分です。

会場には“学びのタネ”となるアイテムが。リアルでの実施
だからこそできる、五感を使える学びの場を提供します。

現代社会の問題を地球規模で捉えつつ、SDGsも
加味して「解決に至る道のりは？」を主体的に思索。

インドネシアのゲストは、環境問題を学ぶ留学生が
中心。年代の近いゲストと意見交換ができます。

▼主体的・対話的で深い学び
▼知識・理解に留まらず、学びを活かした「実践する力」の獲得
▼児童・生徒の価値観の変容を引き出す
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